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9･ LaF3:Pr3+fこおけるバ ックワー ドフォ トンエコー






























われわれは, リボソーム粒子と, rRNA,リボ ソー ム蛋白質のプロトン滴定曲線を測定し,
更にそれぞれにMg2+ ィォンが与える影響を,プロトン差滴定で調べた｡リボ ソー ムは pH6.5







れない ｡ この現象をMg2+ィォンの結合による解離基の pKシフトに由来すると解釈するスキ
ームに沿って解析する｡
ll. 高温高圧下における液体Bi-BiBr3混合系の物性





温高圧領域までの広い密度範囲にわたって測定した｡圧力 1kb温度 1200℃ までの測定には圧
力媒体としてArガスを用いた内熱型高圧容器を使用し,圧力 4-15kb温度 600℃ までの
測定にはピス トン･シリンダー装置を用いた｡
BiBr3のOの温度圧力変化は主として体積V,電荷易動度p,イオン化率αの変化によって
支配される｡温度の上昇によって最初 αは増加するが,さらに高温では逆に減少し,イオン性
液体から分子性液体-と遷移する｡加圧により,またBi濃度の増加により,その遷移温度は
高温側-移行する｡モル電気伝導度Amは低温高圧下では主として〟の変化により'また高温
低圧下では主としてαの変化を反映することがわかった｡
Biの添加濃度を増すとイオン伝導に加えて電子による伝導が顕著に現れる｡BiBr3中にBi
を加えると化学反応 2BiO+Bi3+<2,3Bi'によりBi3+ィォンに加えBi'ィォンが形成されるo
Rale砂 によれば,伝導はBi十 と近接するBi3+のイオン間を密度のゆらぎに伴って電子が飛
行することによる｡種々の温度圧力下でOが測定できたので,音速の測定から得た密度のデー
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